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事業名：川南町の３つ（人・自然・経済）の元気を創造する事業 

 

 

１.【団体の概要】 

地方自治体である川南町と町内の自治公民館が協働して当該事業に着手した。 

 

２.【事業の目的、ねらい】 

自治公民館や自治会への加入率低下に歯止めがかからない本町。 

その理由の一つとして、これまで地域（自治公民館や自治会）の「うっとおしさ」

の面のみが強調されてきたからではないだろうか。 

とするならば、これまでの自治公民館等の各種行事や制度的な改革を進めると同

時に、地域が持つ生活文化などの「素晴らしさ」や「ありがたさ」等を再発見・再

認識する作業（地元学）を通じて、「自治会加入」の気運が高まることをねらいと

し、当事業に取組ませていただいた。 

 

３.【活動内容】 

（１）地域内の「あるもの探し」で、地元の素晴らしさを再発見 

① 川南町第１４区・分館の地元学 

    平成２５年７月２８日（日）午前８時３０分～ 

    ①金川さん宅、②門田さん宅、③森木さん宅、④徳光さん宅、 

    ⑤本多さん宅、⑥対象地区（１４区・分館）全体調査 

 

 

 

 



② 川南町第７区・分館の地元学 

    平成２５年８月１１日（日）午前８時３０分～ 

    ①内野宮さん宅、②押川さん宅、③峠の里、 

④対象地区（７区・分館）全体調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 川南町第１６区・分館の地元学 

    平成２５年９月２１日（土）午前８時３０分～ 

    ①渡部さん宅、②川島さん宅 

 

④ 川南町第１９区・分館の地元学 

    平成２５年１１月３０日（土）午前８時３０分～ 

    ①網代さん宅、②阿部さん宅 

 

⑤ 川南町第１２区・分館の地元学 

    平成２５年１２月１４日（土）午前８時３０分～ 

    ①込の口（おろのくち）地区「水のゆくえ」調査 

②今井伸二さん宅、③河野さん宅、④今井一さん宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 

 

 



２）川南づくり講演会 

① 日時：平成２６年１月７日（火）午後２時～ 

   ② 場所：川南町農村環境改善センター広間 

   ③ 演題：「川南に強く生きる ～自分たちの力に気づく～」 

   ④ 講師：吉本 哲郎（よしもと てつろう）氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.【事業の成果、効果】 

当該事業の実施で、地域内の「モノ、コト、ヒト」の再発見する作業を行う一方

で、５０年以上にも亘る本町の自治公民館制度の抜本的な仕組みの改革（町内２４

個の自治公民館を、小学校区を基本とした６つに再編する改革）を提案し、住民の

了承（議会の承認）を得た。 

このことにより、地域が抱える様々な問題解決と新しい価値創造を展開するため

の下地づくりが得られたことが、大きな成果であると考える。 

 

５.【まとめ】 

来年度から実施することとなる「新しい自治公民館」のそれぞれが、地元が持つ基

礎価値に気づきはじめたことで、新しい付加価値を上乗せできる環境が整いつつあ

るので、とどまることなく日本一の川南町づくりのために行動して行きたい。 
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川南町の３つ（人・自然・経済）の元気を創造する事業

平成２５年度協働モデル事業活動報告会
日時：平成２６年２月２１日（金）
場所：JA AZM別館２０２研修室
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突然ですが、川南町で起きていること等

◆少子・高齢化はもとより、一世帯当たりの人数の減少とともに高齢化が進んでおり、買
い物や病院通いにも不便を感じ、日常生活を送ることが困難な人が増えてきています。
また、ひとり暮らし高齢者が振り込め詐欺などの犯罪に巻き込まれたり、安否確認が困
難になってしまう心配もあります。

◆地域の皆で子どもを育てようという気持ちや、子どもを介した地域のつながりが希薄に
なってきています。見守り活動などの子どもを対象とした地域活動が今後少なくなれば、
子どもに関する事故・事件が増える恐れがあります。

◆ゴミ出しのルールを守らない人が増えてきています。振興班等が管理するごみ置き場
の秩序が保てなくなることで、衛生的な生活環境が維持できなくなってしまうのではとの
不安もあります。

◆地域（振興班や区・分館）の維持が困難になりつつあるところがあります。

◆地域との関わりを煩わしいと感じる住民も増えており、ご近所さんの顔が見えにくく
なってきています。その結果、地域での協力体制が低下し、災害時に近所の住民の安
否確認や救助活動が行えないなど、生命に関わる大きな問題に発展する恐れがありま
す。
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振興班（自治会）加入率の低下の要因は様々考えられますが、特に、
①転入してきた世帯や、②親世帯から世帯分離した世帯など、新たに
増えた世帯の振興班加入が進んでいないことも大きな要因であると
考えられます。

宮崎日日新聞（平成２５年１２月３１日）
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既存の制度改革に取り組むための５つの柱

① 振興班の様々な負担軽減（行事や負担金の大幅な軽減）を行います。

② 上記の負担軽減を通じ、振興班（自治会）への加入促進の体制を図ります。

③ 今行われている地域の祭りや行事は、これまでと同じように活動できます。

④ 少子高齢化の現状と将来予想を勘案し、現在の２４区・分館制から各小学校区制
とする６校区制に集約します。

⑤ 振興班未加入世帯は、新しい自治公民館の「地域づくり部会」に属していただきな
がら、地域活動等に協力・参加してもらう環境を整えます。

【モデル事業着手の目的やその背景】
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自治公民館や自治会（本町では振興班）への加入率低下に歯止めがかからない本町…
この問題は、本町における長年の重大な課題であります。

数十年に亘り、集落の大幅な再編などの改革案を提示するなど、様々な対策等を講じて
きましたが、抜本的な効果等を得ることはありませんでした。

このような状況下ではありましたが、平成２５年５月に「地域づくり創造プラン」というこれま
でにはなかった計画を打ち出し、大改革へ動き始めたのでした。

同時に、当協会の事業に採用いただき、「問題解決」はもとより「川南町の持つ価値創造」
に向けた行動を起こすことができました！！
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町の制度自体も大幅に見直しましたが、
一方で、地域が持つ素晴らしさの再発見にも取り組みました。

「地元に学ぶ」取組みです。

参考にしたのは、
「水俣病」という公害病により地域コミュニティが崩壊しただけではなく、

「モノが売れない」、「結婚ができない」、「就職ができない」、
など幾重の苦しみを、地域全体で乗りきった「熊本県水俣市」に、です。

「愚痴」から「自治」へ！
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水俣病の発生
「工場などから環境中に排出された

メチル水銀化合物が魚などに蓄積され、
その汚染された魚などを食べること

で起きる中毒性の神経系の病気 」

1956 水俣病公式確認
１９６８ 政府は公害と公式認定

今までの認定患者：２，２６８人
１９９6 政府最終解決策：１０，３５３人
２００４ 最高裁判決 ３７人

２００７ 新たに申請４０００人以上
新たに裁判１４００人以上

現在 救いを求めて６万人以上

「あるもの探し」 から始まった

愚痴から自治へ愚痴から自治へ の転換だったの転換だった

新しい⾃治公⺠館の図
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中央地区
自治公民館

川南西地区
自治公民館

山本地区
自治公民館

東地区
自治公民館

通山地区
自治公民館

多賀地区
自治公民館

町内小学校区、６つに
区分けする案です。

協働

川 南 町 役 場

提
言
・
要
望

支
援
等パートナーシップ
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Ａ地区自治公民館長
（常勤：嘱託職員）

自治活動・防災部会

・振興班長
・消防団
・民生委員
・交通指導委員など

青少年・女性部会

・子ども会育成会
・ＰＴＡ
・学校
・女性団体など

地域づくり部会

・振興班未加入世帯
・地元企業など

保健福祉部会

・スポーツ推進委員
・長寿会
・廃棄物減量推進員
・壮年会など

協働

川 南 町 役 場

提
言
・
要
望

支
援
等

将来像

※部会は自由に設定可

パートナーシップ

自治公民館の再生で、
日本一元気な川南町を
創る！

分館行事・予算等の大幅な見
直し・改革で、「新しい自治を創
る！（地域づくり！）」

振興班（自治会）の様々な負担を減らし、
①楽しいな、
②助かるな、
③役に立つな、
という自治を再構築する。

災害等、有事の際に速
やかに対応できる環境
整備を行う。

○地域の人、知恵等を活かす

○人や投資を呼び込む

○新しい暮らしの土台を創る
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事業の成果

「地元に学ぶ」ための「あるもの探し」や「絵地図」づくりの貴重な実践を、
当該事業により複数回経験させていただきました。

そのことは、地域が持つ新しい「価値創造」を展開するための下地づくりとなった、
ということだと考えます。

本当に大きな成果だと思います。
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今後について

地元学を通じて得た材料を見つめ直し、
『それはなぜか？』『これをどのように』など、深く考える作業を含めた熟成の期間と、
「気づき」をもらう機会が来年度は必要であるため、
引続き当該事業を活用させていただきたいと存じます。

これからも御指導、御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

川南町総合政策課 河野英樹


